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次世代の薬剤モダリティとして期待される中分子領域の分子量を有し、非ペプチド性・sp3炭素を豊富に有する

分子群の設計・合成法やライブラリーの拡充、さらには創薬リード分子の開発が期待される。
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天然物類似化合物群による細胞機能制御
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　タンパク質間相互作用の選択的阻害を指向し、αヘリックスを模倣した14, 15員環を有するアルカロイド様のマクロ環状分子群を設計・合成した(Bioorg. Med.

Chem. 2021, 30, 115949.)。実際に、低酸素誘導因子HIF-1αの転写活性を阻害することを実証した。

　また、マロン酸ジエチルから誘導した2級アミンのエチニルスルホンへの共役付加、自発的な環化による1,6-ジヒドロピリジンと3, 5-二置換ピロールのドミノ合成プ

ロセスを開発した (Tetrahedron Lett. 2021, 78, 153283.)。本反応は常温・金属触媒非存在下で進行し、非プロトン性または酸性溶媒中で反応を行うことで環化

モードの切り替えが可能な多様性志向型プロセスである。
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